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RI 会長メッセージ 

 

最後の闘い 
2016-17 年度 国際ロータリー 

会長 ジョン・ジャーム 

 

親愛なるロータリアン

の皆さん、1979 年、当時、

国際ロータリー会長だっ

たジェームス Ｌ. ボーマ

ーＪｒ. 氏がフィリピン

に赴き、子どもたちにポリ

オ予防接種を行いました。

これは、ロータリーのポリ

オとの闘いの最初の活動

です。会長が赤ちゃんの口にワクチンをたらす

と、彼の注意を引こうと、彼のズボンを引っ張

っている子どもの手に気づきました。ボーマー

会長が見下ろすと、赤ちゃんのお兄さんが、会

長を見上げて真剣な表情で言いました。「ありが

とう。ロータリー、本当にありがとう」 

 

 ロータリーがポリオ撲滅に取り組み始める以

前は、毎年 35 万人がポリオによるまひを発症

し、そのほとんどが子どもでした。このフィリ

ピンの子どもは、ポリオがどんな病気であるか、

そしてロータリーが自分の小さな弟のために何

をしてくれたかをはっきりと理解していました。

ポリオプラスに着手してから 31 年がたった今、

フィリピンの子どもたち、そして世界中のほぼ

すべての国の子どもたちは、ポリオという病気

やその恐ろしさを知ることなく成長しています。

過去には毎日 1,000 件のポリオが新たに発症し

ていたのが、現在では平均すると 1 週間に 1 件

未満となりました。しかし、ポリオへの恐怖心

が弱まると同時に、この病気への注意も弱まっ

ています。今こそこれまで以上にポリオへの意

識を高め、ポリオ撲滅を最も重要な公的アジェ

ンダに置き、政府の取り組みの優先事項とする

ことが非常に大切です。ポリ

オ撲滅の取り組みがまだ終

わっていないこと、そしてロ

ータリーがポリオ撲滅のた

めに今もなお取り組んでい

ることを、世界に知ってもら

う必要があります。 

 

 

 ロータリーは 10 月 24 日の「世界ポリオデ

ー」を記念して、ポリオへの意識を高め、ポリ

オ撲滅に必要な基金を

募ります。皆さんには

所属クラブ、地域社会、

オンラインでのイベン

ト開催によるご協力を

お願いいたします。ア

イ デ ア や 資 料 は 、

endpolio.org/ja/worl

dpolioday からダウン

ロードいただけます（日本語）。また、同リンク

から皆さまのイベント登録をすることができま

す。私を含む数万人のロータリアンとともに、

アトランタのアメリカ疾病対策センター（ＣＤ

Ｃ）本部で午後 6 時（アメリカ東部標準時／日

本時間の 25 日午前 8 時）にライブで配信され

る世界の最新動向をご覧ください。ＣＤＣ所長

のトム・フリーデン氏、その他の専門家、素晴

らしい講演者とともに私も参加し、ポリオ撲滅

に関する科学、パートナーシップ、人間ドラマ

などの内部事情をお伝えします。 

 

当日はロータリアンにとって大変素晴らしい

時間となるでしょう。私たちは、ポリオプラス

の終わりとポリオのない世界の始まりに向けて、

最後の闘いにより一層力を注いでいます。これ

は、「人類に奉仕するロータリー」によってポリ

オ撲滅を達成する、まさに人生に一度のチャン

スです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ガバナーメッセージ 
 

国際ロータリー第 2640 地区 

ガバナー 福井 隆一郎 
 

 皆様こんにちは さわや

かな季節の１０月になりま

した。素晴らしい季節を大い

にお楽しみください。 

 

ローターアクト・リーダーシ

ップフォーラム 

８月２８日 岸和田市の

泉州ビルにおいて、国際ロータリー第 2640 地区 

新生ローターアクト リーダーシップフォーラ

ムが開かれました。鈴木新会長（御坊ＲＡＣ）

のもと多くのローターアクトクラブの会員が出

席しました。中西会長が大いに期待を込めて、

これからのアクトの活動を支援するとのお話が

あり、明るい未来が開けてきます。今後多くの

新しいメンバーが集うことを祈っています。ロ

ータリアンからは雪本氏、永野氏のご講演があ

りました。永野氏は仕事を通じて、ＲＡＣとし

ても一生懸命奉仕活動をし、将来は尊敬するロ

ータリアンに自分も、是非なりたいという信念

のもと、起業し今では、素晴らしい会社に成長

されました。そして、最近、岸和田ロータリー

クラブへ入会されたとのことです。ロータリー

の素晴らしい考えが、永野氏のお考えの助力に

なったことはうれしい限りです。素晴らしいお

話に、感動いたしました。ローターアクトは少

し混乱がありましたが、若い力で、大きく飛躍

されんことを、お祈り申し上げます。 

 

長期・短期交換学生帰国報告会 

８月２７日 りんくう物流センタービルにて、

上記報告会が開かれました。今年の報告会は、

映写がなしで、最後まで、自分の言葉で喋って

いただきました。行先はヨーロッパ、米国が中

心で、長期・短期の留学生がそれぞれの体験を

話されました。長期と短期の体験やご自分の受

け止め方の違いも、よくわかりました。長期の

学生は笑ったことよりも、泣いて悲しかった体

験から、留学を通じて自分自身が成長できたこ

とを、話しました。素晴らしい体験で、自分自

身しかわかりません。又、語学については、話

すということの上に、言葉を通じて、生活上、

体験上の深い意味合いが体験できたことが素晴

らしいということでした。この貴重な体験で大

きく飛躍することでしょう。 

 

中長期問題検討委員会 

８月２９日 和歌山市内で中長期検討委員会

が開かれました。ガバナー選出についての討議

を中心に行われました。西尾委員がご提案され

たリポート（西尾リポート）に付、所見を全員

が述べ合いしました。詳しくは議事録によりま

すが、ガバナー選出の方法に付、指名委員会制

度を当委員会は再提案することによって、今期

は間に合わなくとも、今後の望ましいルールと

して、構築することが望ましい。そして、候補

者排出問題や、指名委員について、分区、ガバ

ナー補佐、などの組織を活用なども提案したい。

様々な提案がなされました。当地区にとって一

番大きな課題です。今後も真剣に考えて、一人

一人が責任をもって考えなくてはならないと思

います。 

 

ロータリー財団 

国際ロータリー第２６４０地区の２０１６～

１７年度用財団補助金申請ハンドブックを、準

備中です。財団活動や申請に役立つものです。

完成次第ご連絡をいたします。是非お役立てく

ださい。 

８月２０日 和歌山ＪＡ会館で２０１５～１

６年度の地区補助金申請書承認の委員会が開か

れ、多くの委員で、検討していただきました。

公平で開かれた財団を目指しています。中野委

員長はじめ、吉野補助金小委員長が中心となっ



て、話し合われました。結果はＨＰで公開しま

す。今年度は変則的な活動で、皆様にご迷惑を

おかけしましたが、これから正常な財団の活動

が出来ると思いますので、皆様のご協力をよろ

しくお願い申し上げま

す。 

又、岡田実沙季さんの

グローバル補助金申請

承認手続きが完了しま

したので、イギリス側へ

承認手続きを進め、９月

２１日出発しました。 

 

日本事務局より 

最新 RI 定款・細則、クラブ定款・細則の４種

類が日本語に翻訳されました。My ROTARY から

ダウンロード出来るようになりましたのでお知

らせ致します。 

https://www.rotary.org/myrotary/ja/learnin

g-reference/policies-procedures/governance

-documents 

 クラブ定款は少し前から既にアップロードさ

れておりましたが一部表記に変更が生じたため、

現在掲載されている最新版をダウンロードの上

ご利用ください。RI 定款・細則およびクラブ定

款の Word ファイルには「草案」という透かし文

字が記載されています。Word ファイルご利用上、

誤って規約文書が変更されないよう RI 米国本

部より意図的に表記されています。各クラブに

て冊子作成等の目的でご利用の際には、「草案」

を取り除いてご利用ください。最後に、これら

定款細則が含まれた 2016 年手続要覧(日本語

版)の冊子発行についてはスケジュールが判明

し次第 RIJO-FAQ でお知らせ差し上げます。 

１１月にロータリー研究会が開かれます。斉藤

ＲＩ理事は日本としての、統一見解を出すと言

われています。今回の規定審議会についての、

ロータリアンからの問い合わせが、多くなって

いますが、情報を密に取りながら、ご確認くだ

さい。地区からも出来るだけ早くお送りいたし

ます。 

 

米山記念奨学会 

米山記念奨学会のクラブ委員長会議が行われ

ました。当地区の米山記念奨学会の学生数は今

までの総額では、地区別では第７位ですが今年

度は 25 位に甘んじています。色々な原因が考え

られますが、これから前を向いていきましょう。

受け入れ国別では、依然中国が１位ですが、全

体の割合は少しずつ下がってきています。優秀

な外国の学生を受け入れて、国際親善に貢献し

ていただくよう、頑張っていただいています。 

今年度は近森委員長が多くの方々の応援をい

ただきながら、いろいろな行事をこなしていた

だいています。どうぞ、皆様の絶大なるご協力

を切にお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



和歌山市内９ロータリーの 

補佐訪問を終えて 

 

ガバナー補佐 山下 茂男 
 

新年度スタート以来、補

佐として、担当９クラブを

訪問させて頂き、各クラブ

の皆さんの奉仕活動、事業

活動の説明を受け各クラブ

の皆様の熱いロータリー活

動、精神に接し感銘を受け

ました。私自信が一番勉強

させて頂いたと感謝申し上

げます。 

 また各クラブ共通しての問題点は高齢化、会

員の若返り、会員増強、だと感じました。訪問

先で感じるのはやはり 2640 地区が正常に戻り

つつある事が実感として感じられます。多くの

会員の方から委員会やその他の会議に出席した

おり参加者から多くの活発な意見が出るし何よ

り会議自体の雰囲気がとても良い、「これでこ

そロータリーですね。頑張ってください。」と

多くの方から励ましのお言葉を沢山頂きました。 

また、有る会員さんから、（この地区の混乱

を自分のクラブと関係ないから余り関心が無か

ったが、地区が正常に機能しなければ自分達の

クラブへも大きな影響があり、ロータリー自体

にも悪い影響が出たように思います。二度とこ

のような混乱する地区に成らないようにしなく

てはいけませんね。出来る限り協力しますので

頑張ってください。）と有りがたい激励も受け

ました。 

まさしく地区の正常化の第一歩を使命として

就任されたのが福井ガバナーだと思います。今

後とも皆様のご協力よろしくお願いします。 

 私の担当地区の福井ガバナー訪問も本日無事

終わりました。 

ここで福井ガバナーの訪問時の言葉を改めて

ご紹介させて頂きます。 

 

①対話から新たな一歩へ 共に楽しむロータリ

ー（地区内で会話、対話のできる環境を作る） 

②開かれた正しい地区運営、明朗な地区会計を

実践して行く。 

③次世代の会員育成、地区、各クラブ（委員会、

役員が偏らないよう人材を育成していく。） 

④皆さんと共に今一度初心に帰りロータリーの

勉強をしましょう。 

⑤分区(旧ＩＭ)単位での活動を活発にして頂き

好意と友情を深めて欲しい。 

⑥ガバナーの選出方法、ガバナー事務所の固定、

ガバナー事務職員の継続、固定、育成を今後

の地区の為に最善な方法を考える。 

⑦ロータリアンとしての意義、質と誇りを習得

し業界、地域の模範者とになりロータリーの

ステイタスを上げよう。 

⑧ロータリー財団補助金申請の手引きを作成す

る。 

⑨１０月２２日、２３日の地区大会の会員皆様

のご参加よろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

和歌山 RC          和歌山アゼリア RC 

 
 
 
 
 
 
 

和歌山中 RC       和歌山城南 RC 

 

 
 
 
 
 
 

和歌山東南 RC         和歌山南 RC 

 

 
 
 
 
 
 
 

和歌山北 RC ・ 和歌山東 RC 合同例会 

 

 

 

 

 

 

和歌山西 RC 



国際奉仕活動への思いと 

クラブ委員長会議の報告   
     

地区国際奉仕委員長 中野 一郎 
 

平素は当地区委員会に格別のご

高配を賜り、厚く御礼申し上げま

す。 

ロータリーは世界理解と親善を

推進するために様々な活動を展開

しております。奉仕の第４部門で

ある国際奉仕活動はまさにその核

心を反映するものであり、参加す

ることにより皆様に大きな充実感

をもたらします。国際奉仕の理念は「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際

理解、親善、平和を推進すること」と掲げられており

ます。目的の意味を解釈すると、国家、宗教、思想な

ど様々な要素が入り混じって現実には一つとは言えな

い世界を、ロータリアンの友情に基づいた相互理解に

よって一つのものとして恒久の世界平和を目指すとこ

ろにある訳です。異なる文化、国々を理解するという

意味で、ロータリーの国際奉仕活動は当初、各種交換

事業からスタートした経緯も「ロータリーの目的」に

照らせ合わせば理解できると思われます。 

1960 年代には開発途上国での、飢餓、貧困、疾病な

どの問題がクローズアップされ、これらを起因とした

地域紛争が起こり、結果として世界平和を阻害すると

いう考えから、これに対処する人道的な救済活動を国

際奉仕に含める事になりました。世界社会奉仕（WCS）

と称されるこの活動について当初は、技術供与やマン

パワーの提供のみで目に見えた効果が上がらない活動

でありましたが、1967 年より財政的援助を加えた人道

的国際奉仕活動となり様々なプロジェクトが実現でき

るようになりました。ロータリーが国際的な奉仕団体

として舵取りを始めたのが1960年代の後半ではないか

と推測できる訳です。また当時アジアから初めて輩出

された RI 会長であるニッテッシ・ラハリー氏（インド）

による影響も大きかったのではと思われます。 

ロータリーの奉仕活動は人的、精神的な奉仕に金銭

的、物的な奉仕を含めた現在の奉仕活動へと移行し始

めた訳です。金銭的な部分の補助金を拠出するロータ

リー財団のマッチンググラントのプログラムがスター

トしたのもこの当時です。マッチンググラントを活用

した活動は、基本的教育、識字率向上、飢餓貧困、学

校や病院のインフラ整備などを目的に困窮した地域社

会に様々なプロジェクトを展開いたしました。また、

人的交流分野では国際親善奨学生、GSE,平和フェロー、

などに資金を拠出したわけです。 

さて、人道的支援プログラムである WCS プログラム

は2011年 6月 30日をもってRI理事会決定により突然

廃止となりました。RI 提唱プログラムの運営が今後は

各地区、クラブの自主性を重んじる事の必要性を考慮

しこれらの活動は「クラブ主導へと転化する」という

本来あるべき形を反映

したものと言われてお

りますが、諸説ありま

す。RI 主導の WCS プロ

グラムは廃止されまし

たが、国際的な人道的

支援プロジェクトが無

くなる訳でなく、むし

ろ RI 長期戦略を考え

ますと優先項目である

「人道的奉仕の重点化と増加」が地区、クラブの奉仕

活動に、より求められてくると思われます。ロータリ

ー財団のグローバル補助金の対象である「6つの重点分

野」に対するプロジェクトは継続性を高める意味で長

期的な目標設定が必要となりますが、是非とも各クラ

ブにおかれてはチャレンジ頂きたく思います。 

当地区委員会におきましては本年度の強調事項とし

て水とその衛生問題、飢餓貧困問題、基本的教育と識

字率向上、保健問題という人間が生活していくうえで

の必要最低限にニーズに焦点をあわせ各クラブへの活

動参加をお願いしています。又、クラブの自主性を考

えクラブ主導型の奉仕活動を推奨しております。地区

主導でのプロジェクトでは会員皆様の意識の向上が図

りにくく、又クラブとしてはただ単にお金を捻出して

それで終わりという結果になりがちだと考えるからで

す。奉仕活動をクラブの活性化のツールと考えるなら

ば、会員皆様の直接参加によるクラブ主導型が望まし

く、資金的に困難な場合には旧ＩＭ内での連携や近隣

クラブとの合同事業という方法もあり結果として旧Ｉ

Ｍ内の活性化に繋がり、クラブ間の交流もより緊密な

ものになる事と思います。 

本年度の地区テーマは「対話から新たな一歩」てす。

一歩踏み出すには行動が必要であり、ロータリアンの

行動とは親睦と奉仕活動の実践にあります。特に国際

奉仕は日本から海外へと友情の架け橋をつなぐプロジ

ェクトであり実践することにより“世界理解、親善、

平和を推進する”という我々ロータリアンに課せられ

た使命を果たすには最も効果的なプログラムだと考え

られます。世界中に起こっている困難に対し我々がお

手伝い出来るプロジェクトは無数にあります。微力な

がら皆様のクラブのサポートに地区委員長として努力

いたしますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

次に2016～2017年度 クラブ国際奉仕委員長会議の

報告を致します。9月 10 日（土）13 時 30 分～16 時 30

分 テクスピア大阪にて開催。当日は、福井ガバナー

を始めとする 13 名の地区役員と各クラブより 50 名を

超える多数の出席を賜り、終始和やかなムードで会議

は進行し数年来の地区内の混乱も終焉が近いものと確

信いたしました。 

定刻通り、開会点鐘、福井ガバナーの挨拶の後、私

から「国際奉仕の概要と当地区の国際奉仕の現況」に

ついて報告させていただきました。国際奉仕の概要に

ついては、前述に思いを述べさせて頂きましたのでご

参考として下さい。当地区内の各クラブの現況につい

フィリピ・セブ貧民街の子供たち



ては事前にアンケートをお願いしておりましたので、

皆様の今後の委員会活動の参考になればと思い報告い

たします。 

 

地区内 70 クラブ中 63 クラブの回答 
  

海外友好、姉妹クラブがあり 34 クラブ 

  台湾、韓国が多い 

 2015～2016 年度の国際奉仕活動 

  人道的支援 17クラブ  教育的支援 18クラブ 

 2016～2017 年度の国際奉仕活動 

  28 クラブが予定あり 

 ロータリー財団の補助金利用 

  予定あり 10 クラブ  予定なし 22 クラブ 

 利用したいが理解しづらい 4 クラブ 

 地区内他クラブからの国際奉仕協力要請について 

  賛同協力可能（事業内容の検討含む）14 クラブ 

  前向きに検討します 9 クラブ 

国際奉仕活動に予定のない理由 

  予算の問題。会員の高齢化。社会奉仕活動を優先。

会員減少の為、単独では荷が重い。6つの重点分野

に該当する事業ができない。等々 

地区主催の海外視察について 

  必要である 28 クラブ 必要でない 16 クラブ 

   必要な理由：プロジェクト実施後、視察すれば

感動する。国際奉仕の必要性が実感できる。地区

主催の WCS 活動を復活させ国際奉仕を見つめなお

す良い機会としてほしい。見分が広がる。支援す

る情報収集のため、地区主導の企画は良い。等々 

   必要でない理由：奉仕する金額以上の費用を費

やす、物見遊山的な視察は必要ない。最近の海外

事情に不安がある。地区が主導するものではない。

等々 

 国際奉仕活動における地区へのご意見 

   具体的な情報提供があればクラブも検討しやす

い。奉仕活動は各々のクラブで自主的に行われる

べきである。地区の皆が活性化する親睦と奉仕の

バランスが取れた企画を希望する。プロジェクト

実施国に赴き、実際に見聞き触れ合う体験が今後

の事業参画の啓発になる。他地区や他国の奉仕活

動の事例紹介や金銭面、情報面などの側面的なク

ラブ支援を強化してほしい。クラブの小規模化が

多い中、合同プログラムを取り入れるべきだと思

うが各クラブの腰が重いので、国際奉仕活動のグ

ループ化をすればどうか。以前の地区 WCS のよう

な事業の復活。等々 

  

以上がアンケートの結果です。ご協力頂いたクラブ

の皆様に感謝申し上げます。 

   

次に私から 2011 年にインド 3131 地区で村上 PDG ご

夫妻と共に活動した ポリオワクチン経口投与と識字

率向上活動をパワーポイントにて説明させていただき

ました。喜多委員からは橋本ロータリークラブが展開

しているネパールの学校建設の説明があり、休憩をは 

ネパールの学校建設  橋本ロータリークラブ 

 

 

 

 

 

 

 

さんで、中野 均ロータリー財団委員長から財団につ

いてのご説明を頂戴いたしました。 

RI からの最近の通達である、

「国際奉仕、社会奉仕、職業

奉仕、財団の共催での委員長

会議が望ましい」との意見を

反映した試みです。加えて、

我々の奉仕活動の原資の１部

となる補助金についての活用

方法をクラブ委員長の皆様に

更なる理解を深めて頂き、今

後の国際奉仕活動に生かして

いただきたいとの考えによる

ものです。グローバル補助金

の活用についてはハードルがかなり高いとの説明でし

たが、地区財団委員会と国際奉仕委員会でサポートい

たしますので各クラブにおかれましては是非ともチャ

レンジしていただきたく思います。 

2017年6月10日より開催されるアトランタでの国際

大会のお誘いと説明が地区オンツーアトランタ委員の

西田様からありました。今期の国際大会はロータリー

財団 100 周年を祝う節目の大会でもあり皆様の多数参

加をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答の時間では、財団の補助金について活用し

づらいとの質問に中野 均委員長が懇切丁寧に回答さ

れていたのが印象的でした。最後に福井ガバナーより

講評を頂戴し、定刻にて閉会点鐘となりました。 

 

ご参集頂きました、各クラブ委員長様と地区役員の

皆様には円滑な会議の進行のご協力、感謝申し上げま

す。また、会場の都合上スクール形式となり、クラブ

間の議論の場をご提供できず、やや一方通行的な会議

の進行となったことをお詫び申し上げます。今年度、

皆様に活動が実り多い年度となることを祈念申し上げ

ます。 

 



敢えて同日に行った、クラブ米山委員長 
会議 及び カウンセラー研修セミナー 

 

地区米山記念奨学委員長 近森 裕子 

9 月 17 日(土)に、クラ

ブ米山委員長会議とカウ

ンセラー研修セミナーを

同日に行いました。 

同日に合同で行った目

的は、米山記念奨学事業と

いう全体像を把握して頂

き、全体像を通してそれぞ

れのポジションがどんな

お役目を担当しているのかを理解し、クラブ米山

委員長 及び お世話クラブ・カウンセラー双方

ともに米山記念奨学事業を支える両輪である事を

ご理解頂きたかったからです。 

まずは前半、それぞれ別室にて行いました。ク

ラブ米山委員長会議の担当は、寄付増進小委員会

の木村勝次 委員長（田辺 RC）と、司会を担当し

て下さった 木畑 清 地区米山委員（堺北RC）、

そして、私・地区米山委員長の近森裕子(堺 RC)の

３人で受持ちました。そしてカウンセラー研修セ

ミナーの方を受け持って下さったのは、選考小委

員会の谷野一彦 委員長（羽衣 RC）と、学友小委

員会の山本佳弘 委員長（田辺はまゆう RC）、神

谷尚孝 地区米山委員（和歌山東南 RC）、そして、

カウンセラーと兼任というお立場で、松山雅昭 

地区米山委員（橋本 RC）、及び、中 善隆 地区

米山委員（有田南 RC）が受け持ちを致しました。 

前半、別室にて同時進

行でセミナーをしていた

カウンセラーさまは、奨

学生のお世話役・相談役

ですので、常日頃から奨

学生と接する機会が多い

です。そして、そのカウ

ンセラーさまのホームク

ラブであるお世話クラブ

様は、毎月一回例会出席義務のある学生と交流す

る事が出来、学生たちが頑張っている姿や、成長

してゆく姿を間近に実感する事が出来ます。カウ

ンセラー研修セミナーの前半では、各カウンセラ

ー様に、現在の奨学生との問題点をお一人お一人

に尋ね、その問題点の対策と傾向を話し合う予定

でしたが、谷野副委員長いわく、カウンセラー様

は皆さん問題なく、学生との関係を良好に築き、

ホームクラブの会員の皆様にも可愛がっていただ

き、良い関係が奨学生との間に築けているとのこ

とでした。 

対して、その一方、クラブ米山委員長さまのお

役目と申しますのは、自分のホームクラブの会員

さまに米山奨学事業を理解して頂く事、すなわち

理解促進、及び、理解して頂いたうえで気持ち良

く寄付をして頂く事、寄付増進、このふたつがお

役目です。奨学生をお預かりしているお世話クラ

ブのクラブ米山委員長さまは、まだ会員の皆様に

米山事業の事やご寄付に関してご理解して頂き易

いかと思いますが、お世話クラブではないクラブ

米山委員長さまは、学生達と交流する機会が少な

く、学生の頑張る姿や成長してゆく様子を肌で感

じる事が少ない、にもかかわらず、クラブの皆様

には寄付をお願いしなければならないという実に

大変なお役目です。 

今回のクラブ米山委員長会議は、少しでも奨学

生をご理解頂こうと、現役奨学生・３人の卓話を

ご用意致しました。学生たちがどうして日本に留

学したのか、日本を好きになるきっかけは何だっ

たのか、従軍経験で心に学んだ事は何か、将来何

処を目指している

のか、等々…、異文

化を理解しようと

する外国人、そして

それを理解しよう

とする私達日本人

のお互いの姿勢が、

クラブ米山委員長さまがたに少しでも伝われば嬉

しく思います。私的には、これぞ国際友好親善の

第一歩であると感じられた奨学生の卓話会でした。 

 

日本文化に親しむ米山奨学生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福井ガバナー 



9 月 4 日 
  クラブ青少年交換委員長会議の報告 

地区青少年交換委員長 山田 正人 

今回の目的は、各クラブの青少年交換委員に集まっ

てもらい、青少年交換プログラムの素晴らしさと意義

を伝え、次年度から「参加したい」と手を上げてもら

うためでした。 

 

  私は、北中パス

トガバナーご夫妻

に連れて行ってい

ただいた、４年前

にあった、シドニ

ーで世界大会に初

めて参加し、本大

会と並行して行わ

れていた『青少年委員会議』に参加した時の話をさせ

てもらいました。 

  その会議は世界中から青少年交換委員が集まり、交

換プログラムの現状と課題点を共有し、一緒に解決す

るという内容でした。幾つもの分科会があり、オース

トラリアのロータリアンが司会や基調講演をこなし、

活発な質疑応答

がありました。本

気で、子どもたち

を育成しようと

する大人たちの

熱気に包まれて、

難しいけれども、

楽しい時間でし

た。 

  「青少年交換プログラムの成否は、クラブカウンセ

ラーにかかっている」という内容の基調講演に最も惹

かれました。クラブカウンセラー、学校、ホームステ

イ家族の 3者が、3身 1体となって取り組まなければ、

成功にたどり着かないプログラムなのです。その要に

いるのが、クラブカウンセラーです。カウンセラーは、

月に一度、ホームステイ先に連れてこられて例会で顔

を見るくらいではダメで、常に学生の変化に気づける

ように、学校やホームステイとコンタクトを取り、時

には、叱り、時には励まし、常に側にいる良きアドバ

イザーであり、良き友人であるべき存在なのです。高

校生たちは、いかに大きな体をして大人に見えていて

も、中身は、自分の家族しか知らない、自分の地域や

生活様式しか知らない、まだ未熟な存在です。大人扱

いするには早過ぎます。彼らにとって、支援者であり、

リーダーであり、理解者であることを示すことが、大

切です。１年のうちに、たいへんな時期が必ずありま

す。温かいアドバイスを与え、自らやる気を起こさせ

ることができるのがカウンセラーという存在なのです。 

   留学を終えて帰国したばかりの長期留学の河南高

校の米田真生さんと、短期留学の柑谷実咲さんに、報

告をしてもらいました。インドネシアで、周りに日本

人がひとりもいない中での体験は、想像を絶するスト

レスがあったものと推察されます。そのなかで、イン

ドネシア語コンテストで 1 位を取り、他国から来てい

る留学生よりも

一番うまくイン

ドネシア語をマ

スターした体験

は、今後の彼女の

人生を左右する

ほどのものでし

ょう。辛かった時

に助けてくれた

家族の人たちとの絆は一生の宝だと思われます。彼女

は、「この恩返しを日本でします」とキッパリと言って

くれました。 

イギリスで 3 週間を過ごした柑谷さんは、最初の体調

不良で、(本人はともかく)周りの人たちを振り回した

ということで、謝っていましたが、それもいい経験で

す。周りの大人たちが寄ってたかって、何とかしよう

と右往左往しているのを見ているから言える言葉です

から。彼女はホームステイ先の母親の計らいで、イギ

リスで働く日本人コンシェルジュと話ができたことが、

彼女の進路を変えたと言っています。短い時間で観光

に終わりがちな短期留学のなかで、いろんな出会いが

あり、その体験をしっかりと受け止めた彼女のチカラ

を賞賛したいと思います。 

2 人の口から、お世話になった人々への感謝の言葉は、

言わされて言っている言葉ではなく、心から湧き出た

素直な気持ちだと思います。異文化に触れること、信

頼できる人に出会うことは、人生を変えてくれます。

ロータリーの青少年交換プログラムは、「心の中に平和

の砦をつくる」(ユネスコの前文の言葉)のに、最もふ

さわしい留学ではないでしょうか? 留学生に関わって

くれた周囲の人々に感謝します。全世界の地元のロー

タリアンが親身になって貢献してくれていることに、

最大の賛辞を送りたいと思います。 

   2640 地区のロータリアンの皆さんも、本気で取り組

んでみませんか？高校生にとって、素晴らしい機会を

与えるだけでなく、ロータリアン自身の人生に喜びと

豊かさを与えてくれると確信します。世界の平和は、

絵空事ではなく、このように地道に人とつながること

によってなし得るのではないかと思います。より多く

のクラブが青少年交換プログラムに参加されることを

願ってやみません。 

 
 
 
 
 
 
 詳しくは 

青少年交換プログラム 
http://rid2640g.com/fukui/reports/387/ 

    

青少年長期交換学生の募集 
実施期間：2017 年 8 月～2018 年 9 月 

青少年夏季短期学生の募集 
実施期間：2017 年 7 月初旬～3 週間程度 



インターアクト国際交流親睦会 
 

地区インターアクト委員長 木本 圭二 

 
平成 28 年 9 月 4日（日）10：30～15：30 

場所：松原商工会議所 

 

  出席者 

インターアクト 71 名  インター顧問  15 名 

  ローターアクト  2 名  ロータリアン 12 名  

 

公益財団法人ＰＨＤ（PEACE,HEALTH&HUMAN DEVELOPMENT） 

協会のスタッフと海外からの研修生３名に来て頂き、

研修生の活動内容の紹介やインターアクターから研修

生に対して質疑をしました。 

 

また、午後からのプログラムは松原高校によるスタ

ディーツアー報告会を開催しました。 

 

ホストの松原高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＨＤスタッフの講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト校 松原高校学校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー 開会挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松原高校スタディーツアー報告会 

（2016 年 3 月 タイ北部、モン族ホームステイ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



全国統一アクトの日の報告 

9 月 11 日（日）和歌山県日高郡日高川町の日高川交

流センターにおいて、全国統一アクトの日を開催しま

した。 

ロータリアン、ローターアクターを始め米山記念奨

学生や OBOG 含め、70 名を越える多くの方にご参加

いただきました。 

 

当日は、堺利晶ロータリークラブ会長の江口様にご

講話いただいた後、グ

ループに分かれてカ

レーづくりを行いま

した。今回のカレーづ

くりでは食材をくじ

で選んだ後、様々な調

味料を使い、各班によ

って独自の味付けを

していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

その後、全グループのカレーを各班の代表者に試食

してもらい、最優秀賞とユニーク賞を決定しました。

どの班のカレーも甲乙つけがたく、代表者の方は何度

も食べ比べて投票されておられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食後、各班ごとにディスカッションを行いました。

時間を追うごとに活発な発言が見受けられ、発表の際

には各班が趣向をこらした発表をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加いただきましたロータリアンや米山記念奨学生

の皆様、ローターアクトの OBOG の皆様、本当にあり

がとうございました。 



クラブ活動報告 

堺東 RC の友好クラブ紹介 

堺東 RC は、現在、国内 2クラブと友好クラブの締結
を行っています。 
1つは、第2730地区 鹿児島県の霧島RCであります。

姉妹クラブや友好クラブを持っていなかった 2008～
2009 年度、言葉の通じる国内のどこかのクラブと友好
クラブを締結したいとの思いがクラブ内で高まりまし
た。当クラブに霧島市出身の会員がいたご縁もあり「な
んとかこちらからお誘いしてはどうか」と理事会で話
が進んでまいり、手紙を出すことで、こちらの気持ち
を伝える事になりました。霧島 RC でも突然の誘いに大
変驚かれたと思いますが、結果は、すんなりと「OK」
を頂くことになりました。 
霧島 RC は、昭和 57 年 4 月の創立で、堺東 RC は昭和

47 年 4 月の創立であり、丁度 10 年違いでありますが、
おめでたい周年行事がいつも重なる事になります。目
に見えない何かの良いご縁を感じない訳にはいかない
関係です。このように霧島 RC とは堺東 RC からラブコ
ールを送り友好クラブの締結がなされ、行ったり来た
りの関係が続く、言わば「親睦」がきっかけとなった
友好クラブであると言えると思います。 
次にもう一つの友好クラブとして、第 2520 地区 岩

手県の宮古東 RC があります。霧島 RC が「親睦」を通
じたのに対し、宮古東 RC は「奉仕」を通じて友好クラ
ブに発展したと言えます。ご存じのとおり、2011 年 3
月 11 日に東日本大震災が発生いたしました。思いもよ
らぬ大惨事に日本中が悲しみに包まれました。20011～
2012 年度は堺東 RC 創立 40 周年の年度でもあり、何か
目に見えてお役に立つことが出来ないかと検討を重ね
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第2520地区の当時のガバナー補佐様と知り合う事が
でき、宮古東 RC が津波到達地点に数キロごとに 15 基
の石碑を建立したいと考えていることを教えて頂く事
ができました。これから其の地に生まれてくる人たち
に「地震が来たらこの石碑より上に逃げてください」
とのメッセージを、今後何十年、何百年と送り続ける
事ができます。40 周年の勢いもあり、15 基中 8基を堺
東 RC が寄贈することになりました。寄贈にあたり、何
度か現地に視察に訪れました。このことは地元の新聞
にも大いに取り上げられました。また、2013～2014 年
度には引き続き、宮古市の海を豊かにするために「川
の上流の森を豊かにする」という植樹プロジェクトに
も参加しました。これらの奉仕を通じ、一昨年、宮古
東 RC の創立 50 周年の記念事業の１つとして当クラブ
と「友好クラブの締結をしたい」とのお話を頂くこと
になりました。奉仕活動を通じて持ち上がった話に、
堺東 RC は大変な喜びに包まれました。 
＜背景＞宮古市は、農林漁業といった第一次産業が盛
んで、親潮と黒潮がぶつかり合う三陸沖は世界有数の
好漁場です。2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災
は、沿岸部の漁場に甚大な被害をもたらしました。宮
古では山間部の川井地区に位置する牧草地跡に広葉樹
6種（今回はブナ）を植えます。そこには、宮古湾に注
ぐ、サケの遡上で有名な閉伊川の水源が近くにあり、
やがて樹が成長し豊かな海の資源を支える魚付き林と
なります。「森・川・海」と人が共生する安らぎのまち、
宮古市。森が育んだ清らかな水は、川から海へと注ぎ
込み、豊かな漁場を育てます。森を育て守っていく事
は、被災した漁業のまちの復興支援に繋がるのです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２つの友好クラブとは締結に至る経緯は違いますが、
国内の異なった地域に友好クラブを持つことを、当ク
ラブは大変誇りに思っております。これからも「無理
せず、気長に、末永く」良い関係を続けていきたいと
考えております。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒590-0985 堺市堺区戎島町４-45-１ 

ポルタスセンタービル１階 101 号室 

TEL（072）223-1000 

FAX（072）223-1005 

URL : http://rid2640g.com/fukui/ 

E-mail : fukui2016@wind.ocn.ne.jp 

南海本線 堺駅(西出口)すぐ


